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第6回
シンポ
ジウム
12/1

【最
終
達
成
目
標
】

設
計
指
針
（ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）の
策
定

〔Ⅶ〕 ２０１２〔Ⅵ〕 ２０１１年までの達成目標

《 統合作業へ向けた
具体の成果 》

知
的
生
産
性
研
究
委
員
会

〔Ⅳ〕 ２０１０ 〔Ⅴ〕 ２０１１（年度）

[

４]

経
済
性
評
価
／

格
付
部
会

[

６]

普
及
推
進
委
員
会

[

５]

応
用
部
会

①実際のオフィスを対象とし
たケーススタディ

②客観指標と評価指標の
相関分析

③執務者へのアンケート
（継続）

④総務担当者へのアンケー
ト（継続）

⑥ CASBEEへの具体的な
組み込み 検討

⑦評価手法の活用方法に
関する検討

ａ．建築物の知的生産性評価
方法の確立

b．知的生産性評価の経済性
評価方法の確立

c． CASBEE評価への組み
込み方法検討

⑤ｽﾀﾃﾞｨを受けた評価指標
の改善

ａ． SAPシステムの広範な普及

[

１]

適
性
・能
力
に
応
じ
た

知
的
生
産
性
評
価
部
会

表彰式
6/30

企画ガイドライン
とりまとめ

ａ．シンポジウムの実施

b．知的オフィス表彰、アイデア
コンペの実施

c． 研究活動の支援知的オフィス
アイデアコンペ

ａ． 医療環境における「生産性」
概念の確立

b． 「生産性」と環境との関連に
関するコンセンサスの確立

c． スペースごとのモデル提示

④適応範囲の拡張

⑤EBDとサステイナビリティ

《
最
終
達
成
目
標
に
向
け
た
統
合
作
業
の
年

》

シンポ
ジウム

8/6

〔Ⅰ〕 ２００７

• 個々人および組織総体とし
ての知的生産性向上に関す
る国内外の既往研究を調査
する。

• CASBEEの各評価基準へ

の知的生産性評価の反映方
法を検討する。

• CASBEE等の評価／格付シ

ステムと連携した経済性評
価手法を検討する。

知的生産性の客観的評価手法の開発

学術データの整理（文献調査、専門家レクチュア） データベースの構築

評価手法の標準化

実験及びオフィスビル等における実測データの収集

コンソーシアムの
設立準備

[

２]

建
築
空
間
部
会

①計画要件の整理

②ワークスタイルの収集・
分析

③設計事例の調査・蓄積

④設計指針の素案作成

⑤ワークスタイルに基づい
たワークプレイスのあり方

⑥設計事例の調査・蓄積・
データベース共有化

ａ．設計指針の作成

b．ワークスタイルに基づいた
ワークプレイス

c．マネジメント支援

• 知的生産性に関する基礎的
研究の成果を具体的な建築
空間に反映させたワークプ
レイスの計画方法の研究を
おこなう。

• 設計に向けた設計知識の収
集・空間の提案、ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ方法の研究を行う。

要素技術の把握（文献
調査、専門家レクチュ
ア）

要素技術、空間特性、行動の設計知識への統合化

空間モデルデータベー
スの作成

ワークスタイル、空間性、
人間行動研究に関する
情報収集・整理

行動活性化評価をもちいた
空間性能評価手法の検討

• 知的生産性向上のためには
物理的環境が人間の生理、
心理に及ぼす影響の把握が
必要。

• 主として環境・設備により作
り出された物理環境が知的
生産性に及ぼす影響を生理
/心理的な側面から評価する

方法に関して検討を行う。

CASBEEの各評価基準

への反映方法の予備的
検討

CASBEEの各評価基準への知的生産性評価の反映方

法の検討

CASBEE等の評価／格付システムと連携した経済性評

価手法の検討

国内外の既往研究の調
査

シンポ
ジウム
1/28

シンポ
ジウム
3/19

• 広報と成果の普及のための
活動を企画・実施する。例え
ば、各部会の活動状況と成
果の報告、知的生産性全般
に係る広報のためのシンポ
ジウム等を行う。

• 各部会の活動支援のための
調査等を企画・実施する。

• コンソーシアムの設立・運営
を行う。

• 各部会の活動の中で出てく
る成果を、より具体の技術や
施策に展開するための取り
組みを行う。

• 部会横断的なテーマをとりま
とめて効果的に推進する。

学習環境小委員会：教室環境の現状調査、文献調査、様々な年齢層を対象に教室環境
と学習効率に関する介入調査の実施と関係性の検討

ＣＡＳＢＥＥ対応小委員会：知的生産性評価の視点によ
るＣＡＳＢＥＥ側への提案について検討、ＣＡＳＢＥＥによ
る知的生産性評価の普及の推進

医療環境小委員会：医療施設における知的生産
性の概念を整理、「生産性」という指標により医
療環境をとらえる手法を提示

シンポ
ジウム
1/23

コンソーシアム
設立
8/6

シンポ
ジウム
1/28

入門書籍
SAP書籍

SAP小委員会：ﾜｰｶｰの主観的調査によりｵﾌｨｽ環境面
から知的生産性を測定するｼｽﾃﾑ「SAP（ｵﾌｨｽ）」の開発

フリーアドレスオフィス小委員会：ﾌﾘｰｱﾄﾞ
ﾚｽｵﾌｨｽにおけるﾜｰｶｰの行動調査、知
的生産活動と空間構成との関係の検討

出版
1/28

〔Ⅱ〕 ２００８ 〔Ⅲ〕 ２００９

Ｓ
Ａ
Ｐ
小
委

医
療
環
境
小
委

第7回
シンポ
ジウム
11月頃

研究成果
出版

〈 第１フェーズ 〉

［ 第１＋第２フェーズ ］ 研究ロードマップ

〈 第２フェーズ 〉

背景・目的

産学官による知的生産性コンソーシアムの運営

①先端学術情報の収集

②知的生産性評価ツール
の整備

③ワークプレイスの能力分
類調査

④先駆的事例調査

⑤先端学術情報の整理・分
析

⑥知的生産性と室内環境
要素に対するニーズの整
理

⑦先駆的事例調査

ａ．第１期に加えた最新情報の
蓄積

b．知的生産性調査手法の確
立

c．設計要件書（ガイドライン）の
作成支援

d．第１期で開発した手法を用
いた実例提示

ａ．各部会成果を統合した建築
空間要素の３次元化

b．知的生産要因をVRを用いた
抽出手法の提示

c．知的生産性の高いオフィス
を仮想体感手法の提示

④適応範囲の拡張

⑤臨場感・再現性の高度化

Ｖ
Ｒ
対
応
小
委

①VR評価対象
の整理

②環境要因の
整理

③表現・評価VR
システムの整備

①EBD文献の性差と関連性
の検討

②AIA（US)とHBN（英国）の
検討

③デザインスタンダードの
検討

⑥拡張版SAP（他スペース含
む）試作と試行

④普及・維持対策具体化

⑤CASBEE、ﾋﾞﾙ管理等との連
携手法の提案

①普及・維持方針検討
SAP調査データからの優良評価
オフィス抽出

円卓会議
11/12

3/16第1回

[

３]

環
境
・設
備
部
会

a.知的生産性を向上させる環
境・設備計画ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの公開

b.空間・行動・計画の事例ツール
SPACERSの公開

c．SAPと連携した優良事例調
査データの公開

d．文献WEBデータベース公開

• 知的生産性向上のためには空
気環境や温熱環境などの物理
的環境に対する十分な配慮が必
要。

• 主として主観的な側面から環境・
設備計画が知的生産性に及ぼ
す影響を検討し、基礎研究部会
の検討結果も踏まえて知的生産
性を高める環境・設備計画のあ
り方を検討する。

知的生産性に対する影
響要因の調査（文献調
査、三階層モデル検討）

主観調査法（ｗｅｂ化含
む）検討

知的生産性に対する影響要因の調査（文献・事例調査、
基本構造検討）

ＷＥＢによる主観調査、各種調
査法の検討

知的生産性と環境技術
の関連性検討

知的生産性を向上させる環境技術、
計画技術の検討

ＷＥＢによる調査

モデル提案

①室内環境評価手法（計画ガ
イドライン）検討

④ガイドライン作りにおける
SAPの位置付けと改善

⑤文献WEBデータベースの整
備

②空間・行動・計画の事例公開
ツール(SPACERS)検討

①環境・設備計画ガイドライン
案策定

④ガイドライン作りにおける
SAPの位置付けと改善

⑤文献WEBデータベースの整
備

②SPACERS拡充と事例評価
によるガイドライン検証

③ｵﾌｨｽ執務室以外へのSAP
展開の検討（ビル全体）

②CASBEE及びﾋﾞﾙ管理等との

連携可能性の検討（ﾆｰｽﾞ整理）

③良い光熱空気環境の調査
③良い光熱空気環境調査と事
例評価によるガイドライン検証

①

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
等
の
デ
ザ
イ
ン
実
験

②

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
連
動
し
た
Ｓ
Ａ
Ｐ
、
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
、
評
価
ツ
ー
ル
等
の
活
用

（

）

3/11
（

震
災)

MariISHIDA
長方形

MariISHIDA
タイプライターテキスト
資料No.7




